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モニタリングの目的及び考え方

 モニタリングは、道路網計画、道路整備計画の事業の進捗状況や整備効果を把握して、今後の各計画の
更新・改定に向けた点検作業であり、特に計画策定後、事業を実施する地区においては、想定していない
道路交通の変化等を検証するため、モニタリングを実施

 モニタリングは、各計画の推進に関する事業推進状況モニタリング、道路交通に関するデータモニタリングを実
施することとし、５年に１度の各計画の更新・改定のPDCAサイクルの際に、モニタリングの状況を踏まえて、
検証を実施

事業推進状況モニタリング データモニタリング
・道路網計画に関するモニタリング

・道路整備計画に関するモニタリング

・市内道路の自動車交通量の状況

図 令和3年度自動車交通量図

図 さいたま市の都市計画道路（整備状況・類型化別）

図 供用路線の整備効果

出典︓令和3年度道路交通センサス
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モニタリング項目

 事業推進状況モニタリングでは、道路網計画及び道路整備計画の推進状況の報告を実施
 データモニタリングでは、道路交通に関する各種データを整理・分析してモニタリングを実施

項目 目的 具体の内容 モニタリング頻度
事業推進
状況
モニタリング

道路網計画の
推進状況

道路網計画が着実に推進しているかの
確認

 類型化した路線の推進状況
 地区交通プランの検討・推進状
況

年に１回

道路整備
計画の推進状況

道路整備が着実に推進しているかの確
認

 道路整備（歩道、交差点含
む）の推進状況

年に１回

データ
モニタリング

道路交通に
関するデータ

道路整備計画の基本方針１・２の評
価項目の内容がどう変化しているかの確
認

 自動車交通量、混雑度 (道路
交通センサスデータ、交通量調
査結果等）

適宜
センサスは５年に１
回

道路整備計画の基本方針３の評価項
目の内容がどう変化しているかの確認

 事故発生状況（県警データ
等）

 歩行者データ（ビッグデータ等）

年に１回

その他
モニタリング

道路事業に関する
最新動向

国や最新技術の動向の確認  国や最新技術の動向 適宜

基本方針１ 都市の機能強化を図る道路整備
評価項目① 幹線道路の機能強化を図る道路整備
評価項目② まちづくりを推進する道路整備

基本方針２ 効果的・効率的な道路交通円滑化対策
評価項目① 渋滞を緩和し円滑な交通を確保する

交差点整備

基本方針３ 安全・安心な都市生活に資する道路整備
評価項目① 交通事故の減少に資する道路整備
評価項目② 誰もが快適に利用できる道路整備
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 令和5年5月に「さいたま市道路網計画」を改定し、計画改定後は、類型化した路線の進め方の検討や、
廃止候補路線の廃止手続きを推進

 地区交通プランに関しては、各地区での検討が進み出している状況
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検討対象路線（前回計画の廃止候補路線の未廃止路線を含む）

都市構造からみた評価 道路の役割・機能からみた評価

さいたま市が目指すべき道路ネットワーク（将来道路網）

必要性が確認された都市計画道路

整備済路線
事業中の路線

未整備の路線

整備済路線
事業中路線

断面・機能
見直し路線

存続路線 計画
再検討路線

予定路線整備済路線
都計道以外

断面・機能
見直し路線
都計道以外

事業化
検討路線

廃止候補
路線

必要性が確認された
都市計画道路以外の

路線

検討状況の再確認

道路整備
計画へ

道路整備計画や
各地区のプランへ

現道

必要性が確認されなかった都市計画道路

必要性が確認されなかった都市計画道路以外

車線数・幅員のチェック

構想段階の路線構想段階以外の路線

各地区の
プランへ

事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 未整備の都市計画道路に対して、道路の持つべき機能と、道路の計画幅員が不整合で、今後、計画幅
員の検討や、道路の持つべき機能の見直しが必要な路線を「計画再検討路線」として類型化し、路線の進
め方を検討
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 計画再検討路線の検討は、過去の基準で都市計画決定されている計画幅員に対し、必要な機能（自転
車や植樹帯など）を持たせられない場合に、必要な構成要素およびその要素の必要幅員を整理

 すべての必要な要素の幅員を確保できない場合は、関連計画を所管する関係課と調整を進めるとともに、現
道への機能振替の可能性を検討

 検討の結果、計画幅員を変更するか、現状の計画のままとするか方針を決定
 各路線の具体的な検討時期については、事業化のスケジュールを勘案して検討

道路網計画

計画再検討路線

着手

都市計画変更

法定手続き着手都
市
計
画
手
続

計
画
検
討

計画変更の方針

幅員検討

・都市計画手続き
・都市計画審議会付議

ステップ１：現状整理

ステップ２：関係者協議

ステップ３：現道振替の可能性検討

市民参加

（現状の計画のまま）
変更しない場合
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 廃止候補路線として位置付けた３路線のうち、１路線（辻中央通り線）の廃止手続きを完了（R5.9）
 次年度以降、残りの廃止候補路線2路線について、地元の意向を確認し合意形成をしたうえで、手続きを
推進

路線名 起点 終点 延長 構造形式 車線数 幅員 変更の内容

(新)約50m (新)20m
(旧)約410m (旧)16m

3・1・7
外環状道路

さいたま市南区
辻六丁目

地表式 4車線 隅切りの廃止62m約1,920m
さいたま市南区

文蔵三丁目

隅切りの廃止
3・4・40
朝霞蕨線

地表式
さいたま市南区

辻八丁目
さいたま市南区

辻八丁目
2車線 一部区間の廃止

3・4・39
辻中央通り線

さいたま市南区
辻八丁目

さいたま市南区
辻八丁目

約240m 地表式 2車線 20m
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

 現時点では、1エリアで策定済、1エリアで策定中、1エリアで検討中、2エリアで検討準備となっている

分別 エリア 担当部署 検討状況 詳細・理由 プラン名 地区の計画

推進エリア 大宮駅 東日本交流拠点整備課
等

策定済 大宮GCSプラン2020等 大宮駅周辺地域
戦略ビジョン

検討エリア さいたま
新都心駅

都心整備課 検討準備 さいたま新都心
将来ビジョン

検討エリア 浦和駅 都心整備課 検討準備 浦和駅周辺
まちづくりビジョン

検討エリア 武蔵浦和駅 浦和西部まちづくり事務所

検討エリア 浦和美園駅 浦和東部まちづくり事務所 策定中 パブコメ11/29〜12/19 美園地区エリア交通戦略 美園スタジアムタウ
ンビジョン2050

検討エリア 日進・宮原駅 日進指扇まちづくり事務所

検討エリア 岩槻駅 岩槻まちづくり事務所 第２次岩槻
マスタープラン

検討エリア 与野駅 与野まちづくり事務所

検討エリア 与野本町駅 まちづくり総務課 与野本町駅周辺
地区まちづくり
マスタープラン

検討エリア 南与野駅 与野まちづくり事務所

検討エリア 西浦和駅 浦和西部まちづくり事務所 検討中 R6年度末作成予定 西浦和駅周辺
まちづくり方針

検討エリア 西大宮駅 日進指扇まちづくり事務所

検討エリア 大和田駅 区画整理支援課

検討エリア 七里駅 区画整理支援課
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

※GPSデータを用いて、市内を歩いている人がどこを歩行しているのかを図化
※ポイント数が５以上のメッシュを表示

資料：レイフロンティアデータ（2021年10月1か月間のデータ）より作成

策定済

策定中

検討中

検討準備

ポイント数

※ポイント：歩行者の歩行位置

検討準備
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事業推進状況モニタリングー道路網計画の推進状況ー

※参考︓地区交通プラン検討の担当課に対してのアンケート調査結果
■未策定エリアからの【手引きへの要望】
 検討にあたり、参考になる事例などを多く例示してほしい。
 最低限検討しなければならない事項等、地区交通プラン作成に係る事項をさらに明確化してほしい。
 地域との関わり方をさらに明示してほしい。

■策定中のエリアで【検討を推進するうえで苦慮している事項】
 どこまで細かくプランを策定すべきか、駅の規模やエリアの特性ごとに異なることは承知しているが、最低限どこ
まで調査・分析・検討しておくべきなのか、プランのレベル感がどうあるべきなのか判断が難しい。

 プランを検討する上で、対象とするステークホルダーの範囲の妥当性について苦慮している。

■策定済のエリアで【検討の際に苦慮した事項】
 将来像などのイメージについて、市民合意が図れたものでなければ掲載しないでほしいとの希望があったため、
抽象的な表現にせざるを得なかった。関係者や関心が高い市民と合意形成を進めることに苦慮。

今後、以下の観点で手引きの更新を検討
 策定済プランの担当者へのヒアリング等により、未策定・策定中の担当者から挙げられた要望に対する知見を
整理し、手引きに掲載（例︓地域との関わり方／最低限プランにおさえておくべきこと／参考となる経験）

 道路の活用を通じて地域ビジョンを描くという地区交通プランの理念を強調して記載
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事業推進状況モニタリングー道路整備計画の推進状況ー

 今年度は、令和5年11月に一般国道463号越谷浦和バイパス（鶴巻ランプ）、令和6年3月に道場三
室線（与野中央通り〜新大宮バイパス）が供用開始

 次年度以降に、交通量調査等を実施し、整備効果を整理予定

道場三室線
追加する
kaitsuugaiyou
_doujou.pd
(saitama.lg.jp)

道場三室線
（与野中央通り〜新大宮バイパス）

一般国道463号越谷浦和バイパス
（鶴巻ランプ）
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データモニタリングー道路交通に関するデータ（自動車交通量データ）ー

 交通量を経年でみると、全体的に減少傾向であるものの、10年前の自動車交通量の傾向として、大きな
変化は見られない一方、旅行速度を経年で見ると低下傾向にあり、引き続き状況のモニタリングを行い、必
要に応じてなんらかの対策を行うことも検討

出典：令和5年度交通量調査結果公表資料作成業務(R5)報告書
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その他モニタリングーR6改定版安全で快適な自転車環境創出ガイドラインー

 自転車活用推進法及び第二次自転車活用推進計画を踏まえて、車道通行を原則とした自転車ネット
ワークの形成を一層推進するため、安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインを改定予定

 質の高い自転車通行空間の整備促進策として、限られた道路空間の中で、現地状況に応じた柔軟な再
配分や分離を行うことにより、自転車道や自転車専用通行帯の整備を検討する手法を例示

出典︓安全で快適な自転車等利用環境の向上に関する委員会（第4回k市議資料）


